2008年度「労働法」（水町）

第11回　雇用関係の展開2―懲戒（text151-160）
１　懲戒権
1.1　判例の「企業秩序」論
　　○企業秩序定立権

　　　＃73、＃98など

　　　　・その根拠は？

　　　　・その射程は？
＊物的施設にも企業秩序定立権（施設管理権）が及ぶとした意義は？
1.2 懲戒権の法的根拠
　　○固有権説と契約説

　　○判例の立場は？

　　　　・＃73

　　　　・フジ興産事件・最二小判平成15・10・10労判861号5頁
http://www.courts.go.jp/hanrei/pdf/09480B279A91604A492570DE00063F19.pdf
1.3　懲戒権の法的規制

　　○就業規則などの根拠規定

　　○権利濫用（労契法15条）
　　○罪刑法定主義類義の諸原則
２　懲戒処分の種類
　　○戒告・けん責

　　○減給（労基法91条）

　　○出勤停止

　　○降格

　　○諭旨解雇（退職）

　　○懲戒解雇

３　懲戒事由
○経歴詐称

　　　＃75

　　○業務命令違反

　　　＃36、＃77

　　○職場規律違反

　　　＃76

　　○会社物品の私用

　　○私生活上の非行

　　　＃78

　　○二重就職・兼業規制

　　　＃19

探究　労働者の私生活上の非違行為が同じ態様のものであったとしても、当該事実が噂やマスコミの報道等によって社会的に広まった場合とそうでない場合とでは、懲戒処分の適法性の判断は異なってくるか？　それは妥当か？
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